
議会のニュース

12◎｢あなたと市議会うつのみや｣158号の印刷費1,453,086円（消費税含む） ◎次回の発行は、１月下旬の予定です。

※上記日程は変更になる可能性がありますので、
ご来場の際は、事前にお問い合わせください。

表紙写真について

北海道新幹線及び東北新幹線
「はやぶさ」のJR宇都宮駅停車実現に関する決議

意

見

書

討

論

12月定例会の日程（予定）

議会事務局議事課　電話（632）2608

※
意
見
書
は
、
衆
参
両
院
、
国
の

関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
を
開
催

◆
危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
根
絶
に

向
け
た
総
合
的
な
対
策
の

強
化
を
求
め
る
意
見
書

　

危
険
ド
ラ
ッ
グ
の
使
用
が

原
因
と
見
ら
れ
る
重
大
な
交

通
事
故
の
事
案
が
発
生
す
る

な
ど
、
深
刻
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
危

険
ド
ラ
ッ
グ
根
絶
に
向
け
た

総
合
的
な
対
策
を
強
化
す
る

よ
う
国
に
要
望
す
る
た
め
、

意
見
書
を
提
出
す
る
。

◆「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」の

制
定
を
求
め
る
意
見
書

　

手
話
が
音
声
言
語
と
対
等

な
言
語
で
あ
る
こ
と
を
広
く

国
民
に
示
し
、
聞
こ
え
な
い

子
ど
も
が
手
話
を
身
に
つ
け
、

手
話
で
学
べ
、
自
由
に
手
話

が
使
え
、
さ
ら
に
は
手
話
を

言
語
と
し
て
普
及
・
研
究
す

る
こ
と
の
で
き
る
環
境
整
備

を
目
的
と
し
た
「
手
話
言
語

法
（
仮
称
）
」
を
早
期
に
制

定
す
る
よ
う
国
に
強
く
要
望

す
る
た
め
、
意
見
書
を
提
出

す
る
。

【
25
年
度
決
算
の
認
定
】

賛
成　

自
由
民
主
党
議
員
会

　

25
年
度
決
算
で
は
、
歳
入

で
市
税
の
収
入
率
が
、
前
年

度
を
0.5
ポ
イ
ン
ト
、
国
民
健

康
保
険
税
の
収
入
率
が
、
前

年
度
を
0.7
ポ
イ
ン
ト
、
そ
れ

ぞ
れ
３
年
続
け
て
向
上
し
た
。

こ
れ
は
、
納
税
催
告
セ
ン
タ

ー
の
活
用
、
滞
納
処
分
の
強

化
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
収
納

率
向
上
対
策
の
成
果
と
評
価

す
る
。 

　

今
後
は
、
高
齢
化
の
進
展

に
伴
い
扶
助
費
な
ど
の
社
会

保
障
関
係
経
費
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
が
、
収
納
対
策
の

一
層
の
強
化
や
、
さ
ら
な
る

財
源
の
確
保
に
努
め
る
と
と

も
に
、
施
策
・
事
業
の
選
択

と
集
中
を
強
化
し
、
予
算
の

重
点
化
や
優
先
化
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
、

決
算
の
認
定
に
賛
成
す
る
。

反
対　

日
本
共
産
党

　

市
民
の
声
に
耳
を
傾
け
ぬ

Ｌ
Ｒ
Ｔ
関
連
事
業
費
は
認
め

ら
れ
な
い
こ
と
、
教
育
・
子

育
て
関
連
の
喫
緊
の
課
題
が

先
送
り
さ
れ
て
い
る
こ
と
、

行
き
過
ぎ
た
行
政
改
革
に
よ

り
職
員
の
定
数
削
減
や
外
部

委
託
が
進
み
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
質
が
確
保
で
き
て
い
な

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
決
算
の

認
定
に
反
対
す
る
。

【
子
ど
も・子
育
て
支
援
法
に

関
す
る
議
案
】

反
対　

日
本
共
産
党

　

新
制
度
は
福
祉
の
提
供
に

行
政
が
責
任
を
持
っ
て
い
た

措
置
制
度
を
や
め
て
公
的
な

責
任
を
後
退
さ
せ
、
保
育
の

市
場
化
を
一
気
に
進
め
る
も

の
で
あ
る
一
方
、
保
育
施
設

の
認
可
基
準
や
職
員
配
置
の

基
準
な
ど
自
治
体
の
裁
量
で

よ
り
良
い
も
の
に
で
き
る
可

能
性
も
あ
る
が
、
今
回
提
示

さ
れ
た
条
例
案
は
国
の
示
し

た
低
い
基
準
の
言
い
な
り
に

な
っ
て
お
り
、
到
底
認
め
ら

れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ら
の
議
案
に
反
対
す
る
。

【
陳
情
第
70
号
及
び
第
71
号
】

反
対　

日
本
共
産
党

　

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
の
閣
議
決
定
は
、
海
外
で

戦
争
す
る
国
を
目
指
す
も
の

で
あ
り
、
戦
後
の
日
本
の
国

の
あ
り
方
を
根
底
か
ら
覆
そ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
決

し
て
日
本
の
国
を
守
る
も
の

で
も
、
国
民
の
生
命
を
守
る

も
の
で
も
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
こ
の
陳
情
は
採
択
す
べ

き
で
あ
る
た
め
、
不
採
択
に

反
対
す
る
。

　

９
月
25
日
に
、
日
本
公
認

会
計
士
協
会
公
会
計
担
当
研

究
員
の
川
口
雅
也
氏
を
招
き
、

公
会
計
情
報
の
活
用
に
関
し

て
議
員
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

地
方
公
会
計
制
度
の
現
状

や
今
後
の
方
向
性
、
財
務
書

類
の
活
用
事
例
な
ど
に
つ
い

て
、
具
体
的
で
わ
か
り
や
す

い
話
に
、
参
加
議
員
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

や

か
わ
ぐ
ち
ま
さ

11月28日(金)

12月4日(木)

　　　5日(金)

　　　8日(月)

　　　9日(火)

　　10日(水)

　　11日(木)

　　18日(木)

本会議開会

一 般 質 問

〃

〃

〃

常任委員会

〃

本会議閉会

午前10時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

月　日 内　容 時　間

　2016年3月の北海道新幹線開業を契機として、北海道及び
東北地方の各都市と栃木県、ひいては北関東との交流拡大に
よる産業・経済等の相互発展を図るため、北海道新幹線及び
東北新幹線「はやぶさ」のＪＲ宇都宮駅停車について、関係諸
機関に格段の配慮をされるよう、強く要望するため、決議し
ました。

　市では、市民、事業者、行政がそれぞれに役割を持ち、人と緑が調和する
まちを実現するため、様々な緑化活動を行っています。
　９月には、まちなかハンギングバスケット大作戦を行い、市民や、緑化ボ
ランティア、宇都宮白楊高校の生徒たちが、ハンギングバスケットを作製し、
シンボルロードなどの街路灯に設置しました。
　また、10月には、「花と緑のフェスティバル2014」が開催されました。宇
都宮城址公園を会場に、寄せ植えコンテストやステージイベント、苗木・花
苗プレゼントなどが行われ、大勢の人でにぎわいました。

▲議員研修会の様子

常任委員会の主な審査常任委員会の主な審査

1011

行政視察報告 以下のとおり、各常任委員会が視察を行いました。詳しくはホームページをご覧ください。

建
設
常
任
委
員
会

文
教
消
防
水
道
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

環
境
経
済
常
任
委
員
会

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

総
務
費
で
、

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
導

入
に
係
る
特
定
個
人
情
報
保

護
評
価
の
実
施
に
伴
う
行
政

改
革
推
進
費
、
税
オ
ン
ラ
イ

ン
シ
ス
テ
ム
の
改
修
に
伴
う

賦
課
徴
収
費
を
追
加
計
上
す

る
も
の
。

質　

疑　

社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
、
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
た

場
合
、
メ
リ
ッ
ト
は
。

説　

明　

窓
口
で
の
添
付
書

類
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
市
民
の
負
担
軽
減
が
図
ら

れ
る
ほ
か
、
行
政
職
員
に
お

い
て
は
照
合
作
業
や
抽
出
作

業
等
の
事
務
手
続
き
が
省
略

さ
れ
、
事
務
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整
備

関
連
費
の
う
ち
未
執
行
予

算
の
削
減
に
つ
い
て

陳
情
の
趣
旨　

優
先
し
て
整

備
す
る
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
東
部

地
区
は
、
片
側
２
車
線
の
駅

東
大
通
り
・
鬼
怒
通
り
が
Ｌ

Ｒ
Ｔ
の
敷
設
に
よ
り
１
車
線

と
な
り
、
道
路
機
能
を
大
き

く
損
な
う
こ
と
が
想
定
さ
れ

る
。
つ
い
て
は
、
９
月
議
会

の
時
点
で
、
26
年
度
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
整

備
関
連
費
の
う
ち
未
執
行
で

あ
る
関
係
整
備
費
の
凍
結
と
、

削
減
を
陳
情
す
る
。

意　

見　

３
月
に
は
約
280
億

円
だ
っ
た
事
業
費
が
、
現
在

400
億
円
を
超
え
、
今
後
の
増

額
見
込
み
が
算
出
で
き
な
い

中
、
31
年
度
の
運
用
開
始
に

向
け
た
整
備
が
進
む
こ
と
に

疑
問
を
感
じ
る
。
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

整
備
に
疑
問
を
持
つ
市
民
は

多
く
お
り
、
丁
寧
な
説
明
が

必
要
な
た
め
採
択
す
べ
き
。

意　

見　

26
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
３
月
議
会
で
様
々

な
議
論
や
慎
重
な
審
査
を
行

い
、
議
決
し
た
の
で
、
本
予

算
の
凍
結
・
削
減
を
執
行
部

に
求
め
る
こ
と
は
そ
の
議
決

を
自
ら
否
定
す
る
も
の
で
あ

り
、
不
採
択
と
し
た
い
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、
不
採
択
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市 

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

土
木
費
で
、

都
市
機
能
な
ど
の
立
地
促
進

を
図
る
立
地
適
正
化
計
画 

策
定
に
向
け
た
基
礎
調
査
の

実
施
に
伴
い
、
都
市
計
画
調

査
費
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

質　

疑　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型 

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
ビ

ジ
ョ
ン
を
進
め
て
い
く
上
で

の
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定

す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

今
後
の
策
定
過
程
に
お
い
て
、

こ
の
基
礎
調
査
以
外
に
、
ど

の
よ
う
な
調
査
が
想
定
さ
れ

る
の
か
。

　

ま
た
、
特
殊
な
調
査
に
な

る
と
思
う
が
、
委
託
業
者
の

選
定
は
ど
の
よ
う
な
方
法
で

行
わ
れ
る
の
か
。

説　

明　

今
回
の
基
礎
調
査

の
結
果
を
踏
ま
え
、
来
年
度

か
ら
複
数
年
を
か
け
て
立
地

適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
考

え
で
あ
り
、
来
年
度
以
降
も
、

計
画
策
定
に
対
す
る
支
援
調

査
な
ど
の
実
施
を
想
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
業
者
の
選
定
に
つ

い
て
は
、
提
案
型
の
選
定
を

考
え
て
お
り
、シ
ン
ク
タ
ン
ク

選
定
委
員
会
に
お
い
て
審
議

し
、
都
市
計
画
に
精
通
し
た

業
者
を
選
定
し
て
い
き
た
い
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
工
事
委
託
契
約
の
締
結

議
案
の
概
要　

東
北
本
線 

岡
本
駅
東
西
自
由
通
路
設
置

工
事
に
係
る
委
託
契
約
を
締

結
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

教
育
費
で
県

の
地
域
連
携
重
点
推
進
モ
デ

ル
事
業
及
び
家
庭
科
教
育
に

関
す
る
研
究
指
定
校
事
業
の

受
託
に
伴
う
学
力
向
上
推
進

費
を
追
加
計
上
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
制
定

議
案
の
概
要　

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
な
ど
の
施
行
に

伴
う
、
児
童
福
祉
法
の
一
部

改
正
に
よ
り
、
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
条
例

で
定
め
る
こ
と
に
伴
い
、
当

該
基
準
に
係
る
必
要
な
事
項

を
規
定
す
る
も
の
。

質　

疑　

こ
の
事
業
で
は
、

対
象
年
齢
が
お
お
む
ね
小
学

６
年
生
ま
で
に
拡
大
さ
れ
る

が
、
利
用
児
童
数
の
増
加
を

ど
の
程
度
見
込
ん
で
い
る
か
。

ま
た
、
増
加
し
た
場
合
の
受

け
入
れ
場
所
の
確
保
を
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

説　

明　

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
利
用
児
童
数
は
、

現
在
３
，
８
０
０
名
程
度
だ

が
、
昨
年
度
、
全
児
童
を
対

象
に
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
で
は
、
約
１
，
０
０
０
名

増
の
４
，
８
０
０
名
程
度
に

増
加
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

　

受
け
入
れ
場
所
に
つ
い
て

は
、
児
童
１
人
あ
た
り
の
基

準
面
積
を
確
保
す
る
た
め
、

27
年
４
月
の
段
階
で
、
こ
の

事
業
を
実
施
し
て
い
る
全
65

小
学
校
の
う
ち
、
26
小
学
校

で
、
新
た
な
場
所
の
確
保
が

必
要
な
た
め
、
26
年
度
中
に
、 

２
小
学
校
で
新
施
設
を
整
備

す
る
ほ
か
、
既
存
の
学
校
施

設
を
利
用
し
て
、
16
小
学
校

で
占
有
利
用
、
８
小
学
校
で

一
時
借
用
を
行
う
な
ど
し
て

対
応
し
た
い
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
幼
保
連
携
型
認

定
こ
ど
も
園
の
学
級
の
編

制
、
職
員
、
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
制
定

議
案
の
概
要　

子
ど
も
・
子

育
て
支
援
法
等
の
施
行
に
伴

う
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す

る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的

な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
よ
り
、
幼

保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
の

学
級
の
編
制
、
職
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
当
該
基
準

に
係
る
必
要
な
事
項
を
規
定

す
る
も
の
。

質　

疑　

認
定
こ
ど
も
園
の

設
置
に
当
た
り
、
特
別
の
事

情
が
あ
る
場
合
、
３
階
以
上

の
階
に
３
歳
未
満
の
児
童
の

保
育
室
等
の
設
置
を
認
め
て

い
る
が
、
３
歳
以
上
の
児
童

で
は
な
く
、
よ
り
年
少
の
子

の
保
育
室
等
と
す
る
理
由
は

何
か
。

説　

明　

条
例
は
、
国
の
基

準
を
も
と
に
制
定
し
て
お
り
、

災
害
等
が
発
生
し
た
際
、
園

児
の
避
難
に
当
た
っ
て
は
、

職
員
に
よ
る
誘
導
等
が
必
要

と
な
る
が
、
３
歳
未
満
の
児

童
は
、
職
員
配
置
に
お
い
て
、

３
歳
以
上
の
児
童
と
比
べ
手

厚
く
な
っ
て
お
り
、
よ
り
安

全
に
避
難
さ
せ
る
体
制
の
構

築
が
可
能
で
あ
り
、
３
階
以

上
の
階
は
、
３
歳
未
満
の
児

童
の
保
育
室
等
と
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

意　

見　

緊
急
時
に
自
力
で

の
避
難
が
困
難
な
０
か
ら
２

歳
児
の
保
育
室
等
を
、
特
別

の
事
情
が
あ
る
場
合
は
３
階

以
上
に
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
点
な
ど
に
問
題

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
議

案
に
は
賛
成
で
き
な
い
。

委
員
会
の
結
論　

起
立
採
決

の
結
果
、原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
平
成
26
年
度
宇
都
宮
市

一
般
会
計
補
正
予
算

議
案
の
概
要　

農
林
水
産
業

費
で
、
農
地
基
本
台
帳
シ
ス

テ
ム
改
修
に
伴
う
委
員
会
費
、

農
地
な
ど
の
保
全
を
図
る
多

面
的
機
能
支
払
制
度
で
の
新

規
事
業
採
択
地
区
数
の
増
加

に
伴
う
農
村
環
境
保
全
費
を

追
加
計
上
す
る
も
の
。

質　

疑　

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
へ
の
移
行
で
、
利
用

団
体
が
増
加
し
て
い
る
が
、

交
付
金
の
内
容
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
交
付
金

を
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い
団

体
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

説　

明　

多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
は
、
農
業
農
村
の
持

つ
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発

揮
さ
せ
る
た
め
の
地
域
活
動

や
営
農
活
動
の
支
援
を
目
的

に
、
こ
れ
ま
で
の
農
地
・
水

保
全
管
理
支
払
い
交
付
金
か

ら
改
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

農
地
の
り
面
の
草
刈
り
な
ど
、

農
業
生
産
の
基
礎
的
な
保
全

活
動
を
支
援
す
る
農
地
維
持

支
払
い
と
、
水
路
・
農
道
・

た
め
池
の
軽
微
な
補
修
な
ど
、

地
域
資
源
の
質
的
向
上
を
図

る
共
同
活
動
な
ど
を
支
援
す

る
資
源
向
上
支
払
い
へ
の
組

み
替
え
が
行
わ
れ
た
。

　

農
地
維
持
支
払
い
は
農
業

者
の
み
の
活
動
組
織
で
も
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
今

年
度
か
ら
新
た
に
12
地
区
の

団
体
が
交
付
金
を
利
用
し
て

い
る
が
、
市
内
に
は
、
交
付

金
の
未
利
用
地
区
も
あ
る
た

め
、
今
後
、
交
付
金
の
周
知

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

○
宇
都
宮
市
起
業
家
支
援
施

設
条
例
の
制
定

議
案
の
概
要　

起
業
し
よ
う

と
す
る
者
、
ま
た
は
、
起
業

し
て
間
も
な
い
者
へ
の
起
業

及
び
事
業
創
出
の
支
援
を
行

い
、
安
定
的
か
つ
継
続
的
に

事
業
活
動
で
き
る
起
業
家
を

育
成
し
、
新
た
な
雇
用
の
創

出
と
産
業
の
活
性
化
の
た
め
、

宇
都
宮
市
起
業
家
支
援
施
設

を
設
置
す
る
も
の
。

委
員
会
の
結
論　

全
会
一
致

で
原
案
の
と
お
り
可
決
。

福岡県福岡市：指定管理者制度の導入に係る成果と課題
佐賀県佐賀市：指定管理者制度の導入に係る課題
佐賀県武雄市：図書館への指定管理者制度の導入

静岡県富士宮市：地域包括ケア推進事業への取り組み
愛知県豊橋市：こども未来館
東京都港区：芝の地域力再発見事業

北海道帯広市：フードバレーとかち
北海道札幌市：6次産業化の取り組み、札幌市観光まちづくりプラン
新潟県新潟市：マンガ・アニメを活用したまちづくり

福岡県北九州市：都市緑化
広島県広島市：段原地区区画整理事業
岐阜県岐阜市：中心市街地の再開発事業

東京都杉並区：コミュニティスクールの取り組み
北海道石狩市：ICT（情報通信技術）を活用した学習
北海道旭川市：学力向上への取り組み、子ども向けの防災教育

視察先及び視察項目期　　間委員会

総務常任委員会 7月14日～16日

厚生常任委員会 7月23日～25日

環境経済常任委員会 7月16日～18日

建設常任委員会 7月16日～18日

文教消防水道常任委員会 7月16日～18日

▲公園で遊ぶ親子

▲岡本駅西口整備イメージ

▲放課後児童健全育成事業
　の様子


